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＜連絡事項＞

・メンタルケア病棟の玄関側のカードリーダーですが、何回かカードを通さないと開錠できない状態となっております。（スタッフオフィス側は大丈夫です）

　現在、業者へ点検依頼していますが、おそらくカードリーダーの劣化が考えられます。なるべくメンタルケア病棟の玄関に入らないようにするか、万が一開錠できない場合は、インターフォンを押して南病棟のスタッフに開けてもらうようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・柳田　由美子様～臨時薬クエチアピン（12.5）1T止め、同内容で7日分処方。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～夜間は2：00～6：00までの睡眠。小声で独語はあるが、日課は問題なく取り組んでいる。歩行時のふらつき見られ、「糸が切れたようにフラフラする」と話すが、バイタルサイン異常なし。引き続き体調を確認していきましょう。
・坂本　福子様～夜間は数回トイレ覚醒見られており、浅眠で経過。他者への不満を訴えてくる事見られ、介入には易怒的。作業療法への移動時間になると、「膝が痛いので痛み止め下さい」と来詰。プログラムの誘導時間であり、今服用して移動に間に合うのか確認。日課の時間はいつも同じであり、自分で時間を考えて行動する必要があることを伝えるが、「飲んでからだと間に合いません。個別で送ってもらいたいです」と訴える。個別の誘導はスタッフが不足している為難しい事を伝えると、「直前まで寝ていたので薬を頼むのが遅れました」と話し涙ぐんでいる。プログラムは参加希望しており、頓服使用せずに参加する。その後は日課に遅れることなく参加出来ている。
　　　　　　　　
＜金Dr診察＞
・坂本　福子様～夜間浅眠で、身体不調を訴え頓服に依存傾向にある事を報告。生活リズムを確認すると、日中傾眠傾向見られ、夜間は5時間の睡眠になっていると話す。他者との関係を訊ねられると、問題ないが不満を訴える機会が多く、同室者との会話に困っていると話す。頭髪の薄さが気になる為、フロジン液を希望。生活のリズムを戻していくよう説明。フロジン液は皮膚科診察時に相談するよう指示あり。
・井上　和美様～「足が冷えて苛々する」と訴えるが、他者への不満訴えは聞かれない。処方は同内容継続。
・小笠原　文人様～調子は「まあまあ」と話し、苛々する事はなく車椅子も使用していないと報告。処方変更なし。
・角濱　義弘様～先週は動く事が出来たが、今週は動きづらいと訴えあり。今日はエアロビ参加しストレッチに参加出来たと話す。「横になっている習慣がついてしまって大変です」と話す。処方内容は変更なし。

＜小柳Dr診察＞
・江刺家　惠子様～食事に対して「鯖が禁になっていない」と訴える事はあるが、説明に納得されている。口数少なく診察終了している。
・大久保　すい様～右大転子部の疼痛を訴えるが、下肢の挙上は問題なく行えている。転倒したと話すが、時期も曖昧な為様子観察となる。
